
今野 　(2003 年 5 月 21 日)

統計解析のレポート問題 (その１)

問題 1 　次の関数を xに関して 2 次までの導関数を求めよ．

(1) y =
ex

1 + ex

(2) y = (pex + (1 − q))n．ただし，n は正の整数，0 < p, q < 1 とする．

(3) y = exp(λ(ex − 1))．ただし，λ > 0.

(4) y =

(
1

1 − βx

)n

，ただし，nは正の整数，β > 0，x < 1
β
．

(5) y = exp(µx + (1/2)σ2x2)．ただし，−∞ < µ < ∞, σ > 0.

問題 2 　つぎの関数の概形を描け．

(1)
1√
2π

e−x2/2 (2)
1√
2π

exp(−(1/2)(x − 2)2) (3)
1√
4π

exp(−x2/4)

問題 3 　次の積分を計算せよ．

(0)
1√
2π

∫ ∞
−∞ exp{−x2/2} dx.

(1)
∫ ∞
−∞

1

1 + x2
dx.

(2)
1√
2π

∫ ∞
−∞ x exp{−x2/2} dx.

(3)
1√
2π

∫ ∞
−∞ x2 exp{−x2/2} dx.

(4)
1√

2πσ2

∫ ∞
−∞ exp{−(x − µ)2/(2σ2)} dx. ただし，−∞ < µ < ∞, σ > 0.

(5)
1√

2πσ2

∫ ∞
−∞ x exp{−(x − µ)2/(2σ2)} dx. ただし，−∞ < µ < ∞, σ > 0.

(6)
1√

2πσ2

∫ ∞
−∞(x − µ)2 exp{−(x − µ)2/(2σ2)} dx. ただし，−∞ < µ < ∞, σ > 0.

(7)
1√

2πσ2

∫ ∞
−∞ exp{tx} exp{−(x − µ)2/(2σ2)} dx.

ただし，−∞ < µ < ∞, σ2 > 0, t ∈ R.

ヒント：
(x − µ)2

2σ2
− tx =

(x − µ − σ2t)2

2σ2
− (µt +

1

2
σ2t2)

となることを利用する．
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